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1ま え が き

ペーパーボットによる水稲の育苗については,過去に数

多くの試験が実施され,中成苗育苗の手段として薔質の面

では高く評価され,晩植口や山間高冷地帯等への適応性が

認められているが,ボ ント首を機械移植するためにはベー

パーボノト苗専用の日植機の導入が必要である。日植機の

効率的な利用面からは,ボ ット苗もマノト苗用田植機で植

え付けられるのが望ましい。そこで,ベーパーボットの規

格をマット苗田植機の植付爪の苗かき取リサイズに合うよ

うに政良すると同時に,マ ット苗の日植機への適応性を検

討したので報告する。

2 試 験 方 法

(0 試験場所 福島県農業試験場会津支場

(2)供試品種 キヨニシキ

13)潮種概要

0 播 種 期  昭和 52年 4月 21日

交互に水溶性糊で接着したもので,植付時にボット紙が分

離するようにしたものである。D.B型は140× 140× 500

%の規格で,140%の ポントを 140%間隔に交互に水溶性

糊で接着し,かつポノト2方角にミシンロを入れたもので

植付時にポノト紙が簡単に破け,分離するようにしたもの

である。

以上の改良ペーバーボットを,マ ント苗田植機の植付爪

の調節を表 1の ようにし,R-5についてはクボタ田植機,
R-5改良型, P.V型, BD型は,ヤンマー,キセキ田植

機に対する適応性を検討した。

3 試 験 結 果

1 苗の生育状況

各ペーパーボントの面の生育は表 2の ようで,120,/
箱まきの対照区より草丈が短く,葉数,乾物重ともまさり,

特に乾物重の増加が大きい。R-5に対して,3V型 ,Bp
型の苗の生育は,草丈,葉数には差がなく乾物重が若千お

とるが,苗質的には■-5と変らない生育を示すようである。

表2 薔の生育 (52年 )
ク 5月 20日2)本田移植

0 育苗様式  有子L箱 ,育苗器十露地育苗
4)施 1巴 量  N, P206,K20各 20′ /箱。

,播 種 量  乾籾 フ0′/冊,対照 120′/箱。

●)供試田植機 (表 1)

ヤンマーYP40 +セ キPF410 クボタSP― T30Z

(5)供試ベー´`一ボット

R-5, P・ V型, D・ B型,R-5改 良型
R-5は 従来のポットで規格が 150× 150× 300%の

ものである。 R-5改 良型はR-5の 規格を 140X140
×300%に改良し, 接着は水溶性糊を使用し植付後早目

にポット紙が面から分離するようにしたものである。P,V

型は,ボ ット規格を 140X140× 500%に し, L型紙 を

2 植付姿勢及び面かき取精度
表 5は ,51年度にR-5は タポタ,■V型はヤンマー,

+セキ田植機について試験した結果であるが,機械的欠株

は,各機種とも2¢ 以内でマット苗と変りなく80¢以上が

正常に植え付けられた。百の植付姿勢は, コp ti苗が+セ

キでやや多かつたが,ヤ ンマー・ タボタは5¢以内であつ

た。植付時のパラツキ株,苗かき取時のポットのくずれは

キセキ, タボタで着千生したが, ヤンマ
~は少ない。苗か

き取後の百のプロック重の変異をみると,ヤンマーが小さく,

ほとんどが床土の脱落がなく,正常のプロック状態で植え

付けられるが,+セキ,ク ボタでは苗プロツタ重の変異が

表 1 田植機の植付爪調節位置

苗かき取深き

20回 (140"
20回 (140″ )

18回 (156ク )
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表 3 移植及び苗かき取精度 (51年 )
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*機械で掻取れないプロック重及変異係数
14X14× 50%=475′ 655,, 15X15X30%-585′ 564¢

大きく,プロックのくずれとプロックの変形が若干生じる。

これらは植付爪の機構によるものである。損傷苗の発生は,

+セキが籾脱落,腰折苗の発生がやや多日であつたが,ャ
ンマー,ク ボタの場合は籾脱落が若千生した程度で,切断

首や腰折苗の発生は少なかつた。いずれの機種もマント苗

に比べて損傷苗の発生,プ ロックのくずれ (床上の脱落 )

は少なく,苗送りやボットのかき取りにも支障がなかつた。

3 植付精度
表 4は ,各種ペー´`一ポット苗の植付精度で,植付時の

園場条件は,土壌硬度がさげ振り貫入深で115",耕土深
が170`",水深が 02ε″で良好な条件であつた。ヤンマー

田植機では,機械的欠株がRV型が 55¢ で他は 15¢ 以

下であり, コロピ苗の発生も30¢ 以下でいずれのポット

も
'5¢
以上は正常に植え付けられた。植付時のプロックの

くずれは50～ 75¢でB.B型が少なかつた。キセキでの

機械的欠株が20～ 40¢ でR-5改 良型が多く,プ ロッ

クのくずれはャンマーより多く110～ 125¢であったが
'5

¢以上は正常に植え付けられた。クボタによるR-5は機
械的欠株はやや多目で50¢,ま たプロックのくずれは

"0
¢と多かつたが,こ れは,植付爪のかき取幅が 156%に

対してボットの規格が 150%のために生したくずれであり,

爪のかき取幅にポットの規格を合わせる必要があるが苗送

りや植付けには支障がなかつた。

表 4 機種別植付精度 (52年 )
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活着時欠株率 (¢ ) 10 15 60

プロックのくずれ (¢ ) 66 125 200

4 ま  と  め

以上の試験結果から,ベーパーボット苗をマット苗田植

機で植え付ける場合の育苗様式は,マ ット苗の稚苗,中百
に準じ.育苗箱は有底,有孔どちらでもよい。ボットの型
式については,いずれも田植機の植付爪のサイズにポット

の規格が合つていれば,マ ット苗田植機への適応性は高く,
マット苗と変らない作業精度が得られるようである。なお,

植付時の床土水分が少ないとプロノタがくずれやすいので,

水分を多目にすると共に,ボ ット間の根がらみはむしろ強
いほうが作業精度を高めると同時に,苗補給や苗送りを容

易にするようである。


